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多磯岩･諒鍔察害9エンドトキシン血症サ

は じ め に

小児外事軒衝域をこおいて番液絡障害 (最下 MOy)をュ遭

遇することは必ずしも各式はない.窪L〆て 朋狩野に陥っ

た症例を救命することは困難なことが多く声その数は少

†∴､.

昭和56隼和寒院をこおける小児外科診療科開設以来七年

た が や こ の う ち , 新 生児症例は姻例前後と全症例のま0数

% を 長 め る に す ぎ な い . し かし,史死亡数 (年間平均且且

例 ) をこ 占 め る 新 教 児 の 割 合 は 3 3 - -8 2 % (5漫%)と約半数

を 占 め , 新 生 児 外 科 症 例 を こ 治 療 捧 董艶 例 が 多 い ことが分か

る , そ し て , こ れ ら 死 亡 例 の 多 く を こ M 扮 F が 関 与 し て

い る と 推 測 さ れ る ,

そ こ で 予 こ れ ら 新 盤 児 外 科 症 例 の 死 亡 例 の 死 因 を 分 析
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交換輸ぬ

して,MOFの予防と対策につき検討したい｡

また,MOFをこ強く影響を及ぼすと考えられるエソ ド

トキシソ血症の窯際に-二いいても触れる.

1. 新生児外相症例の頻度と予後

昭和趨6年から6招羊までの15年間に経験した新生児外科

主賓疾患の頻度と㌢練を死亡率の高いものから服に示す-

し衷 1∴

このうち,特に予後不良な上位5疾患はいずれも緊急

要衝の対象疾親で,合併奪形等の関係もありIMr膵 をごH

陥ることが多いと推務E3される.最下にこU)5疾患の死亡

例6趨例の検討をする.

今回の検討は死亡例の検討である土に緊急手術を要し

た症例で検度が不 要一分であったり,短時間で死亡したた

め 臓 器 障 害を正しく判定できないものもあり亨必ずしも
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多 感 器 障 害 一 予 防 と 対 策

蓑 息 新 教 児 外 科 主 賓 疾 患 の 頻 度 と 予 後
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泰 馬 術 襖 経 過 時 間 と 障 害 臓 器

;I)こう 1

明 確 に は で き な い が , 叢 望 の 如 く 判 定 基 準 を 設 け た ,

:ち , 各 疾 患 別 1 1 川 :

各 疾 患 劇 に 障 害 鱗 審 数 を み る と , 望 個 以 上 の M O F

を こ 陥 っ た 症 例 は 6 2 例 あ り 芦 多 く は 2 - 3 臓 器 で , 禎 脇 終

以 上 の 私 の も 息 2 例 で あ っ た , な お , 且 臓 器 障 害 の 2 例 は

M O F 症 例 で は な い が 予 こ れ は 人 工 換 気 率 の チ l / : J ト

ラ ブ ル をこ よ り 死 亡 し た も の で あ る ( 老 郡 .

障 害 醍 器 の 内 容 を み る と , 節 , 腎 の 障 害 が 多 く , Ⅲ だ

を 併 発 し た も の も 別 例 み ら れ た ｡

壊 死 性 腸 炎 や 胃 破 裂 な ど 登 璃 な 振 絞 衆 症 例 は Ⅲ 嘗 C の

合 併 が 多 く き 縮 約 か ら の シ 13 ブ タ 状 態 に い引 き 続 き 死 亡 し

た も の が 多 か っ た . 横 隔 膜 - ル エ ア , 腹 壁 異 常 , 食 道 閉

顔 は 心 不 全 が 多 か っ た が , こ れ は こ れ に ) 疾 患 に は 心 奇 形

の 舎 併 願 度 が 高 い こ と も 関 与 斗 / て い る と 考 え ら れ 溌 二 . ま

た , 肝 障 害 を き た し た も 糾 ま 比 較 的 少 な い が , そ の 理 由

と し て は 発 症 後 短 時 間 で 死 亡 し た 症 例 も 多 い た め 検 索 が

十 分 に 行 わ れ な か っ た た め も あ る と 思 わ れ 〆 る .

平 均 障 害 嬢 番 数 で は , 壊 死 性 腺 炎 が 巌 も 多 か っ た が ,

こ れ は い ず れ も 体 霧 且 柳 田 鰐 前 後 の 未 熟 児 を こ 発 症 し て い

た こ と が 大 き く 影 響 し た ( 索 郎 .

各 症 例 の 鮪 緩 死 亡 を こ 至 る 藍 で の 経 過 時 間 と 鼠 径 O F と

の 関 係 を み る と , 学 期 をこ 死 亡 - し た も の は 予 当 然 , 術 後 の

シ / 三言 ツ タ の 継 続 を こ よ り 死 亡 し た も の が 多 い た め , 心 肺 系

の 不 全 が 主 体 と な --) て い た か こ れ をこ 対 し , 比 較 的 経 過 の

長 い も の で は 肝 の 障 害 が 多 く な っ て い る 傾 向 に , あ っ た

( 表 ;-) 1 ,

i . 新 生 児 エ ン ド ト キ シ ン 血 症 ( 蓑 ti l

M O F の 原 因 と し て 濃 密 と 考 え ら れ る 鹿 中 郡 エ ソ ド ト

キ シ ン を , 昭 和 5 望 年 以 降 の 腹 膜 炎 症 例 を 対 象 をこ リ ム ル ス

沃 ∴ 一二 測 定 仁 こ き 7㌧ 卜 .

測 定 し た 3 0 例 中 洞 例 が 陽 性 で ァ 陽 性 例 は 1 例 を 除 き 食

酢 が 岨 - : ト ト , . こ 畑 ∴ 吋 L . 陰 性 l 叩 !l ∵ 言 G l 町 ア一 七 日 ■ 工

と ど ま っ た や

疾 患 劉 闘 豊 , 腎 破 裂 で 1 / 3 の 症 例 に , 壊 死 性 腺 毅 で



新潟医学砦雑誌 第 息粉黛巻 第9号 を綱 等~葛闘隼9月

濠 窮 新盤児エンドトキシン傾Fj憲症例 (昭和52年.-)

疾 患 者

thE 拭 畏

壊死性腺衆

目 胆 守 ･lL.

計

二g:ソドトキシン

仁一

8例 (?餅屋)

;う ..:i ､

ll L10

l村!juトl桝】

ま く1 )

二三 :1 ‥

ltI こ､t; :

言 ‖坤日日L':!十∴.~てこトト卜 :障十Ur.辛 .十.

エソドトキ､ふン′陽性症例m例をみると,薗痕も症が認め

(･･_卜た･巨1＼言トロ叫 卜∴(吊iLl),Lttll高く､圧1･1.Lit,;LHn>u5

-i..<いrr.llliこ11榊･∴ 当隼 '̀~r∴景子､､■‖1骨 ∴こ!,:,-こ?･ た.

U r.パ樟jf裾T､神宮臓器十'J了､i､舶1伸u.門t亘姉 川し1

7例,心5例,肝営例と多臓器結わず二をフ,平均障害臓器

数も3個と多く Mを=膵 をこエン′ドトキシン血症が大きく

関与･Lていることが証明きれた.
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多 感 器 障 賢 一--予 防 と対 策

胃 破 裂 , 腸 軸 捻 転 症 , 交 換 輔 血 圧 別

手術 (1) T破 裂修 裸 (2) 鳩大t切除
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図 望 症 例 2

ヶ月を経た現在家庭高カ｡リ---輸液に.て順調に発育して

いる野

本症例は二1ーソ ドトキシソ血痕に対し交換輸血を含めた

積極的術後管理 を行い7その結果 MiI膵 より脱 し得た

症例で寮登な経験であった再

審 冒 新盤児交換輸血療法

I.適応

高 ビリル ビ捌私症 E新盤児ラ

敗血症 (∫-ソドトキシン血症)
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ti. 交換輸血痔法･i

従来から新生児では生理的董匿が強い時 (高ビリルビ

ソ扱症)には本療法が行われてきたが,魔道では敗血症

(エンドトキシン血疲)に対してもず積極だ晦をこ試みられ,

その効果が評価されつつある.審療法は新教児の餐血液

像が少ないことをこ嘉一目して血中エンドトキシンを血液を

交換することにより洗い流そうとするものであり,その

窯施法につき東 苛に示した.

お わ リ に

新生児外科の死亡例の検討をもとに,小児外柳 こおけ

こ1~､i~了良;LL触上J~..

MO量目こ影響する因子とLては=T//ドトキシソ融症が

登賓であり与新生児では交換輸血療法が積極的をこ行われ

つつある.
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